
「おもしろ読書事典（小学生版）」活用事例報告書 

 

                              平成２６年１１月 

                                  津山市立広戸小学校 

【取組期間】 秋の読書週間  

《平成２６年１０月２０日（月）～１０月３１日（金）》 

 

【対象範囲】 学校全体 

 

【教育課程上の位置付け】 図書委員会 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【取組内容】 

 

 （準備） 

１．９月の図書委員会で、「おもしろ読書事典」に載っている本を本校図書室の中から、図書委

員が４６冊集めた。 （クイズがある本に限定） 

 

２．１０月の図書委員会で、集めた本を読みながらクイズの答えを探し、図書委員が解答した。 

 

３．「おもしろ読書事典」を複数本戴いていたので、１冊だけ本の背表紙を裁断し、１枚ずつ 

ラミネートを貼った。 

 

４．秋の読書週間前にラミネートを貼ったクイズを掲示し、本にクイズと一致する番号を貼り、

合わせて長机の上に配架した。タイトル：『おもしろ読書事典』のクイズ王になる！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 －１－ 



（期間中） 

 

１． 事前に全員分解答カードを１人に１０枚ずつカードリングで綴じた物を用意し、初日に図

書委員が各教室へ配りに行った。  

 

（配ったカード；表紙）           （配ったカード；解答用） 

 
 

２． クイズを解いている様子 

 

                  －２－ 



 
 

３．集まった解答カード 

 

 

 

 

                  －３－ 



 

                    －４－ 



【実施結果】 

 

＊提出者・・・・・６４人中３２人（１年生を除く） 

 

＊最高解答者・・・４６問中４０問解答 

 

＊平均解答数・・・４６問中１５問解答 （殆ど正解であった） 

 

 

【子どもの反応】 

 

写真の様子でも児童が楽しみながら取り組んでいたことが伺え、実施して良かったと思う。 

 

 

【先生方のご意見】 

 

 授業後、急いで本の所へ向かったり、話題に上がったりしていることが多かった。 

 「クイズ王」というネーミングが嬉しかったようだ。 

 

 

【成果・効果】 

 

解答者の多くが本に興味を示し、積極的に答える姿が印象的であった。また、高学年が低学年に 

教えている様子が微笑ましく、異学年の交流の一助となった。 

 

 

【反省・課題】 

 

解答した児童は積極的であったが、未解答の児童をどのように参加させるかが課題。 

 本書は大変良い選書をされているので、活用することにより、全児童に良い影響が期待される。 

 その為、次回は高学年と低学年でペアを組ませ、協力して答えられるような全児童参加型を目指

したい。 

 

 

 

 

                     －５－ 


